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木柵で囲まれた弥生時代（2,200 年前）のムラが、全国で初めて発見された遺跡です。
全国に先駆けて、市民による手づくり整備を行いました。
現在は、ボランティア団体「弥生っこ村民会」が、遺跡のガイドやメンテナンスなどに活躍しています。

出土品
展示施設

地蔵田遺跡から出土した土器や石器等の貴重な資料（ 秋田県指定有形文化財 ）を展示し、
パネルや映像などで遺跡を詳しく解説しています。
また、企画展示コーナーでは、毎年テーマを変えて御所野台地の遺跡群を紹介します。
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復元後の活用や維持は、秋田市と弥生っこ村民会が協力しながら行っています！
会員のみなさんと一緒に楽しく活動しませんか？

地蔵田遺跡出土品展示施設
平成31年度企画展示
縄文時代晩期の御所野台地
平成31年度企画展示
縄文時代晩期の御所野台地

［ 鉢形土器 ］①［ 台付土器 ］［ 土　面 ］

［ 壺形土器 ］②

［ 土器棺墓 ］
① を ② に被せた形で出土

※ 左･下ともに地方遺跡出土

　約１万３千年前から約２千４百年前までの長きにわたり

続いた縄文時代は、やがて弥生時代へと取って代わる時期

を迎えます。縄文時代における最後の約７百年間は、縄文

時代晩期と称され、青森県や秋田県を中心に亀ヶ岡文化が

昇華し、縄文工芸と呼ぶにふさわしい数々の土器や土製品

などが産み出された時期に当たります。

　ここ御所野台地では、縄文時代晩期の遺跡が７か所ほど

確認されており、秋田県内で最も多い５５９基もの土壙墓

（どこうぼ：お墓）が発見された遺跡も所在します。

　このたびの企画展示では、そうした遺跡を中心に、貴重

な資料をいくつかご紹介いたします。本展示において、当

時の精神文化の一端を感じ取っていただければ幸いです。

史跡の維持・管理

❶竪穴住居の屋根に新しい茅を
差し込む「差し茅」
❷木柵の入れ替え（年約20本）
❸各種体験講座

年間活動日数：約20日

史跡のガイド

❶土・日・祝日に常駐
❷見学依頼があった場合
その都度対応

年間活動日数：約20日
（土日祝の常駐を除く）

土器の復元・製作

❶史跡で活用するための
土器を作る

❷土器づくり体験講座

年間活動日数：約20日


